
（別紙４）

放課後等デイサービス　くるむ
公表日 2025年3月3日

利用児童数 2025年2月28日 回収数 37人（100％）

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 35 5

●体を動かす、クールダウン、まったりなど
活動に合わせたスペース(部屋)がある。
●粗大運動ができる部屋や療養室など、
多数部屋があり、十分だと感じる。
●大好きな鬼ごっこを室内でも楽しんだり、
各スペースごとにキッチンでごっこ遊び、集
中して絵を描ける部屋、ゆったりできる部屋
でその時の気分で過ごせています。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 34 3

●基本的に送迎の際しかお会いする機会
がないが、いつも先生方が複数人いらっ
しゃるので安心。
●職員の人数がわからないのと、子供何人
に対して1人の職員がつくのかがわからな
いため、配置数が適切であるかの判断が
できない
●複数の先生方に見ていただき、十分に目
が行き届いていると感じています。
●たくさんの先生方といつも遊んで頂いた
り、声がけして貰ったりしており、充分にい
て下さっている印象です。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思います
か。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等
への配慮が適切になされていると思いますか。

31 6

●視覚的に分かりやすく配置されていると
思う。
●事業所への外階段が急で心配。
●フラットな床で広々と見渡せる空間です。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、
こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

36 1

●視覚的に分かりやすく配置されていると
思う。
●とっても綺麗ですし、窓も各部屋にあり明
るく、玄関も広々。手洗い場もとても広く、ト
イレも3つあり、子供達が安心して過ごせる
環境が整っている。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受
けられていると思いますか。 

36 1

●いつも寄り添った支援をしていただいて
いる。
●まさに十分理解して頂いて、「いいよ」と
受容して下さり、気持ちが安定して帰宅で
きている。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合って
いると思いますか 。

37

●常に先生方が言って下さり、日々ご報告
下さっている実際の支援の内容と一致して
いる。

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ
れた上で、放課後等デイサービス支援計画（個別支援計画）が作成されている
と思いますか。

36 1

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課
後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支
援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その
上で、具体的な支援内容が設定されていると思いますか。

37

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 35 2

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。 36 1

●室内遊び(体を動かす、まったりする、工
作するなど子供がしたい事を選択できる)、
外出(公園など)、プールなど季節にあった
遊び等を取り入れていると思う。
●専門性の高い先生方が課題を設定して
下さり、本人が好きな事を夢中でしながら、
クリアできる工夫をして下さっている。

11
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁
寧な説明がありましたか。

34 1 2

●分かりやすく説明していただきました。

12
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされました
か。

34 2 1

13
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や
家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。

26 9 2

●面談、家庭訪問などはあるが、研修会な
どはまだ参加したことがない。

14
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況につい
て共通理解ができていると思いますか。

37

●送迎の際やHUGで必ず情報共有しても
らえる。
●連絡帳(システム)で詳細を伝え合えた
り、送迎時も直接お話ししてもらえて、こちら
の伝えたい内容もよく理解して下さってい
ると安心できています。

15 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 361

●気づいたことは都度ご連絡いただいてい
る。
●いつも相談でき、毎回助言頂いておりと
ても満足です。

16 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 37

●子供の事をとても理解して下さっている
ので、本人の気持ちに寄り添って声がけし
て下さったり、見守って頂いたりしている事
を常に感じています。

17
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているとと
もに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明さ
れ、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

36 1

●とても安心できます。
●すぐに時間を割いて頂き、対応してくださ
います。色々な相談方法がある事、時間帯
も柔軟に対応できる旨を常に言って頂いて
いるので安心できます

18
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思
いますか。

37

●連絡帳や電話、面談、相談。あらゆる手
段を使い家庭(保護者)との連携はとても
良好です。

19
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等
の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されて
いますか。

36 1

●毎回細やかに活動についてご報告頂い
ていますし、行事予定の詳細案内も事前に
頂いています。

20 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 34 3

●HUGで見られる写真をダウンロードで
きると嬉しいです。

21
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、
発生を想定した訓練が実施されていますか。

27 9 1

22
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練
が行われていますか。

26 11

●レスキューのプロの先生もおられるので
訓練をしていただき、消防署からも出向い
て貰っての訓練も実施してもらったりしてお
り、その内容もご報告や詳細も頂けていま
す。

23
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全
の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

34 3

24
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が
発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

32 5

●送迎中の体調不良(嘔吐)については、
電話連絡と処理をしていただき助かりまし
た。
●子どもが転倒して頭を打ったことがある。
その場ですぐに職員が身体の状態を確認
し大事ないと判断されたためか報告は受け
ず、子どもから怪我（たんこぶ）の状態と経
緯を伝えられたことがある。
●普段は、子どもの体調などを伝えておく
と、帰り際に通所中の体調に関する様子な
どを報告していただいている。
また、様子がいつもと違うと職員が感じた
時には体温計測をするなどの対応をして、
すぐに家まで送り届けてくれている。
●事故はありませんが、元々していたケガ
などにもすぐに気づいて下さり、対処した方
法なども丁寧に都度報告して頂いていま
す。

25 こどもは安心感をもって通所していますか 。 37

●大好きな場所で帰宅後も安定している
ので、たくさん話せないですが、母から見る
とよく分かります。

26 こどもは通所を楽しみにしていますか。 34 3

●家で過ごすことが一番好きなので、楽し
みとまではいかない。ただ、通所後はニコ
ニコして印象的なことがあれば報告してく
れており、職員の話からも楽しく過ごせてい
ることがわかる。
●学校に登校できない時も「くるむ　行く
マル」と言い、本人と保護者の救いの場所
にさせて貰っています。
●色んな所に行けて、すごく楽しみにしてま
す。土曜日をいつも楽しみにしてます。

27 事業所の支援に満足していますか。 37

●いつも相談に乗ってくださり助かってい
ます。
●いつも楽しく通わせていただいています。
ありがとうございます。
●これ以上ないと言うほどの支援を日々し
て頂き、大満足です。

〇引き続き、子どもたちが楽しく通ってこら
れるような場所になるように、職員一丸と
なって取り組んでいきます。

〇引き続き、ご満足いただけるような支援が
できるように職員の研鑽を積み対応してい
きます。

〇それぞれの子どもの特徴を捉え、どうした
らうまく伝わるのかを考えながら情報伝達の
方法を考えていきます。

〇HUGに搭載されているシステムをさらに
使いこなすことができるように努めていきま
す。

〇HUGの運営会社に写真のダウンロード
や個人情報に漏れがなくなるようにリクエス
トしていきます。

〇HUGを通してお伝えしていきます。

〇訓練などに、参加できない子どもが出な
いように気を付けていきます。また、実施した
ことをHUGを通してお伝えしていきます。

〇HUGを通してお伝えしていきます。

〇次年度より研修会などを企画していくよう
にします。

〇連絡ツールであるHUGを利用したり、送
迎時に話をしたりするなど、継続して情報共
有に努めます。また、何かあれば気軽に電話
をいただけるような関係づくりをしていきま
す。

〇話せる機会を逃さずに、また、相談会・懇
談会・家庭訪問などを企画していきます。

〇子どもたちの読み取りを丁寧にすることで
特性だけでなく、その時の様子などから、ま
ずは共感することから始めていくことを忘れ
ずに支援していきます。

〇引き続き、ご家庭や子どもたちと信頼関
係を築き、安心して通える場所になるよう努
めます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

〇整理整頓に心がけ、子どもたちの活動ス
ペースを確保していきます。

〇保護者の皆さんにオープンな場所として
活動を見に来ていただけるような企画を考
えていきます。

〇外階段を利用するにあたって、怪我をする
ことがないよう職員間で声を掛け合って対
応していきます。
〇子どもたちにわかりやすく利用してもらえ
るような環境設定を心がけていきます。ま
た、必要に応じて改善していくことにも努め
ます。

非

常

時

等

の

対

応

〇事業所判断で処理することをなくし、どの
ようなことも保護者に伝えていくように改善
していきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

満

足

度

〇現状維持だけでなく、必要に応じて環境
を改善し、清潔で、心地よく過ごせる環境で
あること、また、こども達の活動に合わせた
空間となるよう努めていきます。

〇専門性を維持できるように、研修を受けて
いきます。

〇支援プログラムに沿った支援が提供でき
るよう努めます。

〇ご家庭や関係機関と連携しながら個別支
援計画を作成していきます。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

〇さらに気軽に相談できるような事業所で
あることを伝えていきます。

〇大きな目標でなく、達成できる目標をス
モールステップで積み上げていくような支援
計画を作成していきます。目標を達成するた
めに必要な力を見極め土台からの育成に励
みます。

〇支援計画を職員間で共有しながら目標に
沿った支援をしていきます。

〇子どもたちが興味をもてる教材教具を考
え配置していきます。

〇契約時にお話はさせていただきますが、
都度、支援に絡めて説明していけるようにし
ていきます。

〇保護者とお会いできるときには、心がけて
話ができるようにしていきます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表


